
 

 

 

対照区 実証区

労
働
時
間

実証実験による水管理時間

約57％減

稲
作
に
お
け
る
水
管
理
は
通
常
︑
ほ
場
を
巡
回
し
な
が
ら
手
作
業
で
給
水
栓
を

開
閉
す
る
こ
と
で
行
わ
れ
る
︒
そ
の
時
間
は
︑
全
労
働
時
間
の
約
３
割
を
占
め
る

と
さ
れ
︑
農
家
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
︒ 

遊
佐
町
大
楯
地
区
は
︑
月
光
川
の
左
岸
側
に
位
置
す
る
農
地
面
積
10

ha
ほ

ど
の
地
域
で
あ
る
︒
こ
こ
で
は
県
営
事
業
に
よ
り
ほ
場
の
大
区
画
化
が
行
わ
れ
て

い
る
︒
農
地
の
集
積
に
よ
っ
て
︑
３
名
の
農
家
が
地
区
内
の
営
農
を
担
う
こ
と
と

し
て
い
る
が
︑
少
人
数
で
の
営
農
を
実
現
す
る
た
め
に
は
︑
農
作
業
の
省
力
化
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
自
動
給
水
栓
を
導
入
し
︑
水
管
理
に
要
す
る
時

間
の
削
減
を
試
み
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
ほ
場
と
自
動
給
水
栓
を
併
せ
て
整
備
す
る

の
は
︑
県
営
事
業
で
は
初
め
て
の
取
組
み
だ
︒ 

  

県
の
行
っ
た
自
動
給
水
栓
の
実
証
実
験
で
は
︑
水
管
理
時
間
が
50
％
以
上
削

減
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
︒
水
位
確
認
や
給
水
設
定
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
︑
現
地
に
通
う
必
要
が
な
く
な
る
︒
ま
た
︑
デ
ー
タ
の
保
存
・

グ
ラ
フ
化
が
可
能
で
あ
り
︑
管
理 

県
営
ほ
場
整
備
で
﹁
初
﹂
自
動
給
水
栓
の
導
入 

の
高
度
化
や
技
術
継
承
に
も
役
立

つ
︒
大
楯
地
区
に
お
い
て
も
同
様

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
︒ 

県
で
は
農
作
業
の
省
力
化
・
効

率
化
に
向
け
︑
農
地
の
大
区
画
化

と
い
っ
た
ほ
場
整
備
と
併
せ
て
︑

大
楯
地
区
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備

の
導
入
を
推
進
し
て
い
く
と
こ
ろ

だ
︒ 

スマートな水管理へ 

（出典）庄内総合支庁酒田農業普及課 

水
管
理
の
省
力
化 

大楯地区の自動給水栓 
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池田知司さん 伊藤大介さん 

 

クラウドサーバー 

基地局 

自動給水栓 
水位センサ― 

 
 

 

制御信号 観測データ 

 
1.水管理の省力化 
●自宅等からデバイスで水管理ができる。 
2.水管理の高度化 
●給水スケジュール設定と水位センサ―で細
やかな管理ができる。 

3.品質向上・収量増加 
●データに基づく適時的確な水管理により、
米の品質向上・収量増加が期待できる。 
 
 
 

 
 

分散した場所にほ場を保有し
ているため、水管理のための移
動にとても苦労していました。
導入後は家や作業中のハウスか
ら操作できるようになり、効果
を実感しています。水位センサ
―によって設定水位で水が止ま
るので、夜でも給水できて便利
です。 
取り外しも簡単で、いざという
ときは手動で管理することがで
きるので、安心感もあります。 
 
 

 
 
 

 
 

 初めての水管理方法だったので
最初は不安でしたが、すぐに慣れ
ました。管理の省力化はもちろん
ですが、かけ流しをしなくなり、
水温が一定になることで生育の差
が小さくなったと思います。 
以前はほ場１区画の大きさが

1/4程と小さく、水持ちも悪かっ
たのですが、ほ場整備と自動給水
栓によって改善し、水管理と農作
業がとても楽になりました。 
 
 

 
 
 

 
 

大楯地区では令和３年度に 14 基の自動給水栓が導入され、３名の農家が使用している。
実際にほ場を見学し、２名の農家から現場の声を聞いた。 

 

 

 

 
スマートフォン 
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